
 

 

 

 

 

 

 

 

この会報を読んでみたいという人がご近所やご親戚やお友だち、周りの人におられましたら、ご連絡ください。お届けします。また、ご意見もいただければ、

うれしいです。 連絡先■上野昭久 0267-53-2543 吉川友子 0267-53-2300 携帯 090-9003-8116 Ｅメール 2013tomoko@gmail.com 

（後援会内部資料） 
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発行：吉川友子後援会    

会長 上野昭久 幹事長  田村至 

会計 高塚紀之 事務局長 滝澤さや香 
 2020(令和 2)年 8 月 

辺野古の美しい砂浜と海。県民の反対にもかかわらず、土砂投入が進む 

６月議会で大型補正予算 

これまでにないほどの大きな額の台風復旧やコロナ対策を含む補正予算で、佐

久市の今年度予算は合併後最高額の６５８億余となりました。 

コロナ対策として 

コロナウィルスの感染拡大で、多くの人が暮らしに困難を抱えています。佐久

市としては、以下のような対策が予算化されました。 

・児童扶養手当を受給しているひとり親世帯への臨時特別給付金 

・コロナの影響で解雇された方を会計年度任用職員として任用 

・保育園、小中学校の消毒液など消耗品やトイレ蛇口の自動化など 

・前年度同月比で 40％以上 50％未満の収入減少があった事業者への給付金 

・プレミアム商品券 

・文化ホール使用料の一部助成 

などです。また、今回の私の一般質問でも取り上げましたが、国の GIGA スク

ール構想の早期実現に向け、タブレット端末購入費なども予算化されました。

今後、いつどんな状況で学校に通えなくなるかわかりません。学校と子どもた

ちが、どんな非常時でもつながっていられるような対策が重要です。 

 

地域猫のTNR活動に 

ボランティアで取り組んでいます 
ＴＮＲ活動というのは、次の意味です。 

T - Trap（捕獲）N - Neuter （去勢手術）R - Return（元の場所に戻す） 

地域猫（いわゆる野良猫）は、親切な人にご飯をもらったり、寝床を用意し

てもらって生活します。外が家なので、これ以上増えないように手術して、そ

の場所で産まれてきた命をまっとうしてもらうのが 1 番です。人間の都合で外

で暮らさなければいけなくなった猫たちを見守ってくれる人が増えればいい

な、と思います。小さな弱い命を大切にすることを通して、人間同士でも優し

く支え合う地域づくりにつながることを願っています。 

このコロナの時代に、感染すれば誹謗中傷やいやがらせがある、という報道

に心を痛めています。病気で辛い思いをしている人をいたわる気持ちを大切に

したいです。小さな無力の子たちも助けたい、そんな思いで活動しています。

去年から始めた活動ですが、保護した 

子猫の数は約 50 頭、去勢や避妊手術 

をした地域猫は約 40 頭です。手術に 

は市からも助成金が出ています。一緒 

に活動してくださるボランティアや運 

営のご支援のためのご寄付は随時募集 

しております。ご連絡ください。 

 

 

今議会は陳情などとても悩む案件もありました。長者原地区の太

陽光に関する陳情は、建設に関しては反対ですが、陳情は否決とい

う判断をさせていただきました。その理由は、①陳情が個別案件に

関するものに対して規制を厳しくしてほしいというものであり、す

でに進んでいる案件に対して規制を厳しくするということは市当局

としては法的にできない、②この案件に関して佐久市は許認可権限

がなく、その権限は長野県にある、この２点です。住民が反対して

いる場所に建設するのは、私も反対なので、現在の計画、またこれ

から計画される太陽光発電施設に関して、何か手は打てないもの

か、市としてどのような規制ができるのか、引き続き模索していき

たいと思います。 

 

女性議員連盟で子育て中の移住者と交流 

佐久市議会議員は今 24 名ですが、その内５人の女性議員がいます。

女性が活躍できる社会づくりを目的に、その 5人で「女性議員連盟」

を作っています。年に何度か市民の方々と意見交換をしたり、企業訪

問をしたりという調査活動をしながら、女性も男性も暮らしやすい街

づくりのために協議や政策提案をしています。 

 佐久市は「子育てしやすい街づくり」を目指し、移住促進に力を入

れています。女性議員連盟で、子育て中の移住者の方々との意見交換

を提案し、望月で実現させていただきました。結婚相手が佐久市出身

ではなく、ほぼ知り合いもいない状態で佐久市に来て、ここに居住し

てその良さを発見し、また新しい魅力を仲間と一緒につくり出してお

られる方々で、とても良い話し合いになりました。佐久市の良い所を

お互いに再確認でき、またこれから取り組むべき課題を共有できまし

た。 

・子どもの通学のための公共交通の充実 

・空き家を活用して移住者に提供できる施策 

・より魅力的な学校を求める 

・まちづくり拠点となるカフェの重要性 などが話題になりました。

また、移住者の満足度がさらに新しい移住者を招くという好循環が生

まれ、新しいお店も誕生し、地域の活性化に役立っているというお話

もいただきました。 

参加して下さったみなさんのご意見を政策提言に生かしていきた

いと考えています！ご協力いただいた方々、本当にありがとうござい

ました。 

新クリーンセンター

が完成し、12月から本

格稼働します。今月末

から試験投入。有志の

議員で視察しました。 

 

女性議員 5人と子育て中の移住者で、

活発な意見交換ができました 

 

 



第
二
回
定
例
議
会
が
６
月
日
か
ら
６
月
３０
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
吉
川
議
員
は
一
般
質
問
に
登
壇

し
ま
し
た
。 

  休
校
中
の
学
習 

機
器
や
人
員
の
整
備
を 

（
吉
川
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
小

中
学
校
は
２
ヶ
月
半
と
い
う
思
い
が
け
ぬ
長
期

休
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
教
育
委
員
会
も

現
場
の
先
生
方
も
保
護
者
や
子
供
達
も
み
ん
な

戸
惑
い
な
が
ら
過
ご
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
休

校
中
は
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な

こ
と
を
考
え
た
り
経
験
し
た
子
供
達
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
休
校
期
間
中
の
家

庭
学
習
支
援
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
学
校
教
育
部
長
）
ご
家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
り
、
通
信
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
る
児
童
生
徒
に
は
web
上
で
利

用
で
き
る
学
習
ソ
フ
ト
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
購
入

し
て
、
在
宅
学
習
が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
授
業
動
画
や
、
各
教

科
書
会
社
が
提
供
す
る
学
習
サ
イ
ト
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
通
信
環
境
が
な
い
児
童
生
徒
の

皆
さ
ん
に
は
、
各
小
中
学
校
に
あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
、
学
習
ソ
フ
ト
と
県
教

育
委
員
会
が
作
成
し
た
授
業
動
画
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
て
貸
し
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
佐
久

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
委
託
し
、
県
教
育
委
員
会
作

成
の
授
業
動
画
を
休
校
期
間
中
毎
日
放
送
し
ま

し
た
。
分
散
登
校
の
様
子
や
家
庭
学
習
で
取
り
組

ま
せ
る
課
題
の
意
図
を
伝
え
る
学
校
通
信
を
作

成
し
た
り
、
担
任
が
家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
と
学
校
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
な
が
ら
各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

を
こ
ら
し
た
学
習
保
障
の
た
め
の
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
こ
れ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
二

波
第
三
波
、
ま
た
は
何
か
大
き
な
災
害
な
ど
、
学

校
に
集
ま
る
こ
と
が
不
可
能
な
事
態
も
想
定
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
遠
隔

学
習
が
開
始
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
佐
久
市
で
は
今
ど
の
よ
う
な
準

備
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
次
の
３
点
を
伺
い
ま
す
。 

（
１
）
I

C

T
（
情
報
通
信
技
術
教
育
）
支
援

員
は
４
人
体
制
で
各
校
月
２
回
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
も
っ
と
テ
ク
ニ
カ
ル
な
I

T
チ
ー
ム
も

必
要
で
す
。
人
員
の
補
充
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す

か
。 

（
２
）
不
登
校
の
生
徒
児
童
も
、
遠
隔
学
習
が
日

頃
か
ら
可
能
で
あ
れ
ば
授
業
に
参
加
で
き
、
多
様

な
学
び
の
場
の
保
障
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
先
日

の
ご
答
弁
で
も
、
不
登
校
だ
っ
た
が
登
校
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
子
も
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
に
な
っ
た
ら
、
勉
強
し
始
め
た
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
通
常
か
ら
遠

隔
学
習
を
利
用
で
き
る
体
制
を
考
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
検
討
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

（
３
）
I

C

T
を
活
用
し
た
遠
隔
学
習
導
入
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
教
育
長
）
市
教
育
委
員
会
で
は
遠
隔
学
習
を
実

施
す
る
体
制
の
整
備
は
重
要
な
課
題
の
一
つ
と

と
ら
え
て
い
ま
し
て
、
国
の
G

I

G

A
ス
ク
ー

ル
構
想
に
お
け
る
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
端
末

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
現
時
点
で
は
臨
時
休

校
が
長
期
化
し
た
場
合
に
全
児
童
生
徒
が
学
校

か
ら
貸
与
さ
れ
た
I

C

T
を
活
用
し
て
学
習

を
行
え
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
端
末
の
整
備
を
で
き

る
だ
け
す
み
や
か
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
指
導
に
あ
た
る
教
員

の
知
識
や
指
導
力
の
向
上
も
欠
か
せ
な
い
要
素

で
あ
り
ま
す
。
個
々
の
教
員
の
知
識
や
ス
キ
ル
の

研
修
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
現
在
の
体
制
で

人
数
が
足
り
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
辺
も
充
分
吟

味
し
て
備
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

小
中
学
校
に
お
け
る
授
業
は
、
教
員
と
児
童
生
徒

が
対
面
で
し
て
行
う
と
い
う
こ
と
が
基
本
で
、
文

科
省
は
、
家
庭
学
習
を
授
業
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
I

C

T
を
利
用
し
た
遠
隔
学
習
は
な
ん
ら

か
の
事
情
で
登
校
で
き
な
い
お
子
さ
ん
の
学
習

保
障
の
手
段
と
し
て
期
待
が
持
て
ま
す
。
児
童
生

徒
一
人
一
台
の
端
末
整
備
に
つ
い
て
、
現
在
、
必

要
経
費
の
精
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

（
吉
川
）
先
生
方
の
負
担
も
大
き
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
負
担
に
も
十
分
配
慮
し
て
い
た
だ
き
、

研
修
や
体
制
作
り
を
す
す
め
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。
I

C

T
教
育
の
後
進
国
と
い
う

名
前
を
挽
回
す
る
体
制
作
り
を
期
待
し
ま
す
。 

空
き
家
を
利
用
し
た 移

住
促
進
を 

（
吉
川
）
今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中

で
、
東
京
一
極
集
中
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
人
や

地
方
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
人
が
増
え
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
食
べ
る
も

の
は
自
分
で
作
り
た
い
、
生
産
現
場
の
近
く
に
い

た
い
、
と
い
う
田
園
回
帰
の
希
望
も
あ
り
ま
す
。

佐
久
市
に
は
約
３
０
０
０
戸
の
空
き
家
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
一
部
を
移
住
促
進
の
た
め
に
積
極
的

に
活
用
で
き
れ
ば
、
地
域
づ
く
り
に
と
て
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
空
き
家
の
所
有
者
に
と
っ

て
は
、
改
修
や
片
付
け
の
費
用
が
出
せ
な
い
、
と

い
う
事
情
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま

ず
住
宅
取
得
補
助
金
に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
企
画
部
長
）
佐
久
市
へ
移
住
す
る
方
の
住
宅
新

築
ま
た
は
購
入
に
要
す
る
経
費
、
そ
の
他
移
住
に

伴
い
発
生
す
る
経
費
に
対
す
る
補
助
金
が
あ
り

ま
す
。
補
助
の
対
象
者
は
、
佐
久
広
域
連
合
市
町

村
以
外
か
ら
転
入
し
、
新
築
ま
た
は
購
入
し
た
住

宅
に
５
年
を
超
え
て
居
住
し
よ
う
と
す
る
方
で

す
。
補
助
率
は
２
分
の
１
で
、
新
築
の
場
合
、
限

度
額
40
万
円
、
中
古
住
宅
購
入
の
場
合
、
限
度
額

20
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
住
宅
取
得
に

合
わ
せ
、
中
学
生
以
下
の
子
供
と
同
居
す
る
場
合
、

子
ど
も
一
人
に
つ
き
10
万
円
、
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
の
住
宅
購
入
の
場
合
は
20
万
円
、
中
古
住

宅
を
改
修
し
た
場
合
は
、
限
度
額
10
万
円
の
加

算
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
取
得
費
等
補
助
金
の
利
用

数
で
す
が
、
平
成
29
年
度
の
補
助
金
の
う
ち
、
新

築
に
対
す
る
交
付
は
16
件
、
中
古
住
宅
取
得
に

対
し
て
は
６
件
、
そ
の
う
ち
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

加
算
は
３
件
、
子
供
加
算
は
19
件
、
中
古
住
宅
の

改
修
加
算
は
２
件
、
交
付
総
額
１
０
３
０
万
円
。 

（
吉
川
）
中
古
物
件
は
も
う
少
し
有
利
な
補
助
金

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
空
き
家
利
用
は
地
域
と

し
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
し
、
地
域
活
性
化

に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
空
き
家
を

使
え
る
状
態
に
す
る
た
め
に
必
要
な
清
掃
等
へ

の
補
助
金
の
利
用
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。 

（
企
画
部
長
）
佐
久
市
移
住
促
進
サ
ポ
ー
ト
清
掃

費
等
補
助
金
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
へ
の

入
居
に
際
し
、
住
宅
内
に
あ
っ
た
家
財
道
具
等
の

処
分
、
及
び
住
宅
の
清
掃
に
か
か
る
経
費
に
対
す

る
補
助
金
で
す
。
補
助
率
は
２
分
の
１
で
、
家
財

道
具
な
ど
の
処
分
の
場
合
、
限
度
額
が
10
万
円
、

住
宅
の
清
掃
に
対
し
て
は
限
度
額
５
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
家
財
道
具
等
の
処

分
に
対
す
る
交
付
が
２
件
、
交
付
額
１
万
４
０
０

０
円
、
住
宅
の
清
掃
に
対
す
る
交
付
が
２
件
で
交

付
額
10
万
円
で
し
た
。 

（
吉
川
）
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
補
助
金
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
都
市
か
ら
移
住
を
希

望
す
る
人
は
大
勢
い
る
の
で
す
か
ら
、
空
き
家
の

積
極
的
な
活
用
を
、
市
と
し
て
も
重
点
施
策
に
し

て
く
だ
さ
い
。 

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

空
き
家
に
な
っ
て
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
良
い

状
態
の
物
件
を
賃
貸
や
売
買
す
る
と
い
っ
た
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
今
あ
る
物
件
と
移
住

希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
も
っ
と
力
を
入
れ
、
移

住
の
み
な
ら
ず
、
観
光
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
よ

う
な
制
度
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。 

（
市
長
）
市
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
通
し
て

移
住
促
進
を
図
る
た
め
、
長
野
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
と
連
携
し
て
佐
久
市
空
き
家
情
報
登
録

制
度
（
空
き
家
バ
ン
ク
）
を
平
成
20
年
度
か
ら
運

用
し
て
い
ま
す
。
本
年
５
月
現
在
、
物
件
の
登
録

数
は
22
件
で
あ
り
、
新
規
の
物
件
登
録
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
周

知
を
図
り
、
物
件
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
度
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
相
談
会
を
開

催
し
、
12
件
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
第

二
波
が
懸
念
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
都
市
部
に

居
住
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
可

能
性
が
認
識
さ
れ
た
新
し
い
生
活
様
式
は
、
自
然

豊
か
な
地
方
移
住
の
可
能
性
を
広
げ
る
機
会
で

も
あ
る
と
と
ら
え
、
佐
久
市
が
選
ば
れ
る
都
市
と

な
る
よ
う
、
若
い
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
施
策

の
展
開
や
、
空
き
家
を
活
用
し
て
職
の
環
境
を
整

え
る
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
や
あ
る
い
は
議
会
の
皆
さ
ん
か
ら
も
柔
軟
な

発
想
の
中
で
ご
提
案
い
た
だ
く
こ
と
や
、
あ
る
い

は
お
持
ち
の
情
報
な
ど
を
ご
提
供
い
た
だ
く
こ

と
で
、
重
層
的
な
メ
ニ
ュ
ー
作
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
先
進
的
な
例
も

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
高
知
県
梼
原
町
は
人
口

３
５
０
０
人
、
６
年
間
で
２００
人
が
移
住
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
３
年
か
ら
「
空
き
家
活
用
促
進
事

業
」
と
し
て
、
町
が
空
き
家
を
借
り
上
げ
、
最
低

限
の
改
修
を
し
て
移
住
者
へ
月
に
１
万
５
千
円

の
家
賃
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
改
修
費

を
家
賃
で
回
収
し
終
え
た
ら
、
持
ち
主
に
返
す
の

で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
物
件
が
３０
〜

４０
あ
り
ま
す
が
、
全
て
入
居
中
で
空
き
が
な
い

状
態
で
す
。
熊
本
県
合
志
市
で
は
地
域
の
不
動
産

会
社
と
市
が
連
携
し
て
、
官
民
共
同
の
事
業
を
や

っ
て
い
ま
す
。
空
き
家
専
門
の
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
り
、

空
き
家
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
で
き
る
の
で

す
が
、
今
は
「
借
り
た
い
」
と
か
「
買
い
た
い
」

と
い
う
相
談
が
多
い
そ
う
で
す
。
か
な
り
前
向
き

に
不
動
産
が
流
動
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
増
え
る
で
あ
ろ
う
空
き
家
問
題
、

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
て
本
気
で
移
住
を
考

え
て
い
る
方
た
ち
の
両
サ
イ
ド
を
繋
ぐ
よ
う
な
、

積
極
的
な
施
策
を
構
築
し
て
く
だ
さ
い
。 

動
画
は
コ
チ
ラ
→ 

 

  

新しく佐久市に出来た県

立武道館の活用を考える 


